
市報わかやま  令和２年４月号 23 市報わかやま  令和２年４月号

安
定
し
た
雇
用
を
生
み
出
す

　
産
業
が
元
気
な
ま
ち

地域産業の活性化

◦暮らしを支える地域産業の生産性向上
◦産業を牽引し、支える人材の確保・育成
◦強い農・水産業づくり
◦農・水産物の魅力発信拠点の整備
◦海外の活力を生かした国際戦略

実現するために

観光の持続的な発展

◦オリンピックイヤーの取組
◦観光客受入環境の整備
◦観光誘客の促進
◦産学官民連携による加太の魅力創造
◦日本遺産和歌の浦の更なる魅力向上

実現するために

四季の郷公園味覚ゾーン（イメージ）

漁村での生活体験や、研修等を実施

◦
生
産
性
向
上
の
た
め
の
Ｉ
Ｔ
・
Ｉ
о
Ｔ
等
の
導

　

入
を
支
援　
　
　
　
　
　
　

▼
３
０
０
万
円

◦
漁
業
の
担
い
手
の
育
成　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

▼
１
０
０
６
万
２
千
円

◦
四
季
の
郷
公
園　

四
季
さ
い
館（
新
ネ
イ

　

チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
）の
改
修

　

▼
１
億
２
５
６
４
万
２
千
円
（
2
月
補
正
）

◦
四
季
の
郷
公
園　

道
の
駅
・
味
覚
ゾ
ー
ン
の

　

オ
ー
プ
ン
イ
ベ
ン
ト　
　

▼
２
３
１
万
５
千
円

◦
中
央
卸
売
市
場
の
再
整
備

◦
姉
妹
都
市
・
友
好
都
市
と
の
交
流
・
連
携
の
強

　

化
、台
湾
と
の
交
流
の
推
進
、台
南
市
と
の
図

　

書
館
交
流　
　
　
　

▼
１
５
４
１
万
３
千
円

◦
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
、オ
リ
ン
ピ
ッ

　

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
の
事
前
合
宿
を

　

サ
ポ
ー
ト
、「
み
ん
な
の
想
火
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

の
開
催
を
支
援　
　

▼
１
８
５
５
万
６
千
円

◦
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
観
光
客
動
態
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

▼
６
０
５
万
円

◦
ふ
る
さ
と
観
光
大
使
就
任
記
念
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　

の
拡
充　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

▼
66
万
円

◦
堀
米
ゆ
ず
子
氏
に
よ
る
マ
ス
タ
ー
ク
ラ
ス
の

　

開
催
等
を
通
じ
、加
太
地
域
に
お
け
る「
芸
術

　

村
」の
取
組
を
推
進　
　
　

 　
　

▼
60
万
円

◦
和
歌
祭
400
年
に
向
け
た
取
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

▼
９
９
９
万
９
千
円

地
域
産
業
の
活
性
化

観
光
の
持
続
的
な
発
展

　国内外からの観光客に対するおもてなしの
充実、受入体制の強化等により、新たな魅力
を創出し、消費拡大を促進します。

オリ・パラ事前合宿のサポート

和歌山市ふるさと観光大使 HYDE 氏と南海電鉄がコラボ
した「HYDE サザン」

　技術革新を通じた生産性の向上を推進し、農・
水産物の販路拡大など市内産業の競争力を強
化。若者の市内就職や本市への移住を促進し、
産業を支える人材の確保や育成を推進します。

姉妹都市・友好都市との交流・連携の強化

聖火リレー
（イメージ）

地方創生に向けて 
弾みをつける予算 －令和２年度予算－

　令和２年度は「第２期総合戦略」のスタートの年になりま
す。持続可能で未来に希望の持てるまちの実現に向け、教育
や子育て環境、防災など「ひとへの投資」、観光振興、雇用・
労働など「しごとへの投資」を重点化して施策を推進します。
　令和２年度予算は、これまでの取組の成果を前進・加速し、
弾みをつけることでより高みを目指し、成長軌道を確かなも
のにしていきたいという思いから「地方創生に向けて弾みを
つける予算」と位置付けて編成しました。

　持続可能で、未来に希望の持てるまちの実現を
めざし、４つの基本目標に沿った取組を進めます。

安
定
し
た
雇
用
を
生
み
出
す

　
産
業
が
元
気
な
ま
ち

住
み
た
い
と
選
ば
れ
る

　
魅
力
が
あ
ふ
れ
る
ま
ち

子
供
た
ち
が

　
い
き
い
き
と
育
つ
ま
ち

誰
も
が
安
心
し
て
住
み

　
続
け
ら
れ
る
持
続
可
能
な
ま
ち

令和２年度予算額

特集

予算額 対前年度比

一般会計    1,503 億 1,430 万 3 千円 4.1％減

特別会計       989 億 6,259 万 3 千円 1.3％増

公営企業会計       400 億 2,493 万 6 千円 2.7％減

合計    2,893 億    183 万 2 千円 2.1％減
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子
供
た
ち
が

　
い
き
い
き
と
育
つ
ま
ち

子供を産み育てやすい環境づくり

　結婚から子育て期までの切れ目のない支援に
よる子育て世代の負担軽減や、増加する児童虐
待への対策を強化するとともに、経済的負担の
軽減等により、子供の生活の向上を図ります。

◦安心子育てサポート体制の充実
◦児童虐待防止対策・社会的養育の推進
◦ひとり親家庭等援助を必要とする子供への支援の強化

実現するために

夢に向かって未来を切り拓ける教育

　子供の成長を支え、子供たちが夢に向かっ
て未来を切り拓くことができる力を育む教育
を推進します。

◦知・徳・体の調和のとれた教育の推進
◦子供の学びをサポートする体制の構築
◦安全・安心・快適な教育環境づくり

実現するために

◦
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営

　
　
　
　
　
　
　
　
　

▼
１
５
４
６
万
１
千
円

◦
私
立
保
育
所
等
へ
の
障
害
児
の
受
け
入
れ
促
進

　
　
　
　
　
　
　
　
　

▼
３
９
８
８
万
８
千
円

◦
こ
ど
も
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
の
強
化

　

里
親
宅
へ
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

▼
２
６
７
万
９
千
円

◦
こ
ど
も
医
療
費
の
助
成

　
　
　
　
　
　
　

▼
11
億
６
１
４
３
万
３
千
円

◦
子
ど
も
の
学
習
・
生
活
支
援

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

▼
２
９
６
万
８
千
円

生活困窮世帯等の中学生を対象に学習
を支援（イメージ）

子
供
を
産
み
育
て
や
す
い
環
境
づ
く
り

夢
に
向
か
っ
て
未
来
を
切
り
拓
け
る
教
育

◦
英
語
教
育
の
推
進

　
　
　
　
　
　
　
　
　

▼
４
３
８
４
万
７
千
円

◦
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
設
備
の
整
備

　
　
　

▼
15
億
７
３
９
万
７
千
円（
2
月
補
正
）

◦
学
校
図
書
館
の
充
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

▼
６
５
８
万
７
千
円

◦
若
竹
学
級
の
充
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　

▼
１
３
２
２
万
１
千
円

◦
市
立
和
歌
山
高
等
学
校
の
ト
イ
レ
を
洋
式
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　

▼
６
１
８
６
万
２
千
円

避難所としても位置付けられて
いる市立和歌山高等学校のトイ
レを整備

私立保育所等への障害児の受け入れ
を促進（イメージ）

外国語指導助手（ALT）を 2 名増員し、英
語教育を推進（イメージ）

本町地区に完成した子育て支援
複合施設。１・２階が本町こど
も園（４月開園。写真上）、３・
４階が「こども総合支援セン
ター」（１月開所。写真右）

住
み
た
い
と
選
ば
れ
る

　
魅
力
が
あ
ふ
れ
る
ま
ち

歩きたくなるまちなか創生

◦歩きたくなる都市空間、回遊性の創出
◦交流拠点の整備によるまちなか再生
◦魅力輝く和歌山城へ
◦まちなかの魅力向上

実現するために

個性を生かし愛着を育む地域づくり

◦活力を生み出す個性豊かな地域づくり
◦移住・定住の推進
◦文化芸術の発信
◦スポーツの推進

実現するために

和歌山城公園動物園ペンギン舎をリニューアル（イメージ）

紀の国わかやま文化祭 2021 に向けて準備を
進め、「（仮称）友ヶ島芸術祭」を開催

太平洋岸自転車道の終点地である加太港に、
モニュメントを製作・設置（イメージ）

◦(

仮
称)

城
前
広
場
の
整
備

　
　
　
　
　
　
　

▼
１
億
４
９
９
３
万
９
千
円

◦
和
歌
山
市
駅
前
広
場
及
び
周
辺
道
路
の
整
備

　
　
　
　
　
　
　
　

▼
３
億
６
９
４
万
４
千
円

◦
和
歌
山
城
公
園
動
物
園
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル　

　

和
歌
山
城
に
お
け
る
Ａ
Ｒ
を
活
用
し
た
誘
客

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

▼
１
３
０
０
万
円

◦
京
橋
親
水
公
園
の
整
備

　

京
橋
親
水
公
園
前（
城
北
56
号
線
）歩
道
整
備

　
　
　
　
　
　
　
　
　

▼
７
５
３
４
万
３
千
円

◦
空
き
家
を
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
と
し
て
活
用
し
、

　

和
大
生
等
の
学
生
の
ま
ち
な
か
居
住
を
促
進

◦
サ
イ
ク
リ
ン
グ
拠
点
の
整
備

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

▼
３
７
９
万
５
千
円

◦
三
世
代
同
居
・
近
居
の
促
進

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

▼
４
０
０
万
円

◦
紀
の
国
わ
か
や
ま
文
化
祭
2021
の
準
備
・
プ
レ

　

イ
ベ
ン
ト
の
開
催　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

▼
１
２
８
５
万
８
千
円

◦
第
20
回
和
歌
山
ジ
ャ
ズ
マ
ラ
ソ
ン
の
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　
　

▼
２
１
２
６
万
２
千
円

歩
き
た
く
な
る
ま
ち
な
か
創
生

個
性
を
生
か
し
愛
着
を
育
む
地
域
づ
く
り

　自然・歴史・文化など、各地域が持つ魅力
の向上や住民主体のまちづくりを推進し、住
みたい、住み続けたいと思われるまちを実現
します。

　再配置された公共施設等を核として、まち
なかの活性化を加速。遊休不動産の再生や公
園や歩道の整備により、人々が集う都市空間
の形成と回遊性の向上を推進します。

第 20 回大会 (11 月８日開催 ) から、ハーフマラ
ソンのコースを一部変更し、和歌山城から出発。
また、名称を「和歌山ジャズマラソン」に変更。

緑の屋根は城へ
の眺望の額縁と
なり、夏は木陰、
冬は暖かい光が
ふりそそぐ広場。

こもれびの広場記憶のまちかど
市役所のシン
ボルとしてク
スノキを保存

背景の緑
広場の背景として
常緑樹を植栽

店舗ゾーン
飲食を含めた店舗により
食べ歩きを促進

（仮称）城前広場整備（イメージ）

市役所本庁舎 市役所東庁舎

出典：札幌駅前通
まちづくり株式会社

➡
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誰
も
が
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る

　
持
続
可
能
な
ま
ち

市民の安心・安全の確保

　地震・集中豪雨・記録的な暴風など、各種
災害に対応するため、市民の命を守る防災・
減災対策を強化するとともに、適確な水道行
政に努めます。

◦水道施設の整備
◦治水・内水対策の推進
◦防災・減災対策の強化

実現するために

豊かで暮らしやすい地域づくり

　便利で持続可能な公共交通ネットワークの
構築や生活を支える道路網の整備を推進する
とともに、豊かで安全な住環境の整備を進め
ます。

◦市民生活を支える道路網の整備
◦便利で持続可能な地域公共交通ネットワークの実現
◦豊かで安全な暮らしを支える住環境の整備

実現するために

老朽化した配水管の更新・耐震化等を強化

誰もが元気に生涯活躍できるまち

　人生 100 年時代を見据え、医療・介護の
連携推進、健康づくり等への取組を強化し、
障害の有無にかかわらず、全ての市民が元気
に活躍できる環境づくりを進めます。

◦誰もが安心して元気に暮らせる環境づくり
◦高齢者の生活安心サポート
◦健康寿命の更なる延伸

実現するために

◦
配
水
管
の
整
備　

▼
23
億
２
６
７
２
万
３
千
円

◦
雨
水
ポ
ン
プ
場
の
整
備

　
　
　
　
　
　
　

▼
13
億
９
４
２
６
万
９
千
円

◦
防
災
行
政
無
線
の
再
整
備

　
　
　
　
　
　
　

▼
４
億
９
１
４
１
万
1
千
円

◦
和
歌
山
市
消
防
活
動
セ
ン
タ
ー
及
び
東
部
コ

　

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
駐
車
場
整
備

　
　
　
　
　
　
　
　
　

▼
13
億
３
８
９
４
万
円

◦
京
奈
和
自
動
車
道
の
延
伸
を
含
む
和
歌
山
高

　

速
環
状
道
路
の
実
現
に
向
け
た
取
組

◦
地
域
バ
ス
の
導
入
に
向
け
た
検
討

　
　
　
　
　
　
　
　
　

▼
２
３
５
８
万
7
千
円

◦
老
朽
化
し
た
空
き
家
の
除
却
促
進　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

▼
３
０
０
０
万
円

市
民
の
安
心
・
安
全
の
確
保

豊
か
で
暮
ら
し
や
す
い
地
域
づ
く
り

◦
障
害
者
用
駐
車
ス
ペ
ー
ス
へ
の
シ
ェ
ル
タ
ー

　

設
置（
市
民
体
育
館
・
市
民
温
水
プ
ー
ル
・
Ｊ

　

Ｒ
和
歌
山
駅
前
西
口
広
場
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

▼
６
９
１
万
９
千
円

◦
Ｊ
Ｒ
紀
三
井
寺
駅
へ
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
等
設

　

置
に
よ
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
支
援

　
　
　
　
　
　
　
　
　

▼
８
９
１
５
万
４
千
円

◦
骨
髄
バ
ン
ク
へ
の
登
録
促
進

　

自
殺
未
遂
者
へ
の
支
援　
　

▼
２
９
９
万
円

◦
我
が
事
・
丸
ご
と
の
地
域
づ
く
り
の
推
進

　
　
　
　
　
　
　
　
　

▼
２
７
９
２
万
４
千
円

◦
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
特
定
健
診
の
受
診
率
向
上
、

　

新
手
法
導
入
に
よ
る
大
腸
が
ん
検
診
の
受
診

　

率
向
上
、
肺
が
ん
集
団
検
診
の
無
料
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　

▼
２
１
２
６
万
３
千
円

誰
も
が
元
気
に
生
涯
活
躍
で
き
る
ま
ち

防災行政無線の可聴範
囲を拡大（令和２年度
末で、新設と更新の
204 基が完了予定）

老朽化した空き家の除却を促進

検診（イメージ）

和歌山高速環状道路の実現に向けた取組（イメージ）


	R2年4月号（ページ毎）_Part6
	R2年4月号（見開き）_Part2
	R2年4月号（見開き）_Part3

